
被
害
対
策
に
関
す
る
問
合
せ

西
臼
杵
支
庁
及
び
各
農
林
振
興
局

各
市
町
村
・
各
農
協
・
各
森
林
組
合  

等

「
鳥
獣
ク
イ
ズ
」
や
っ
て
ま
す
！

鳥
獣
セ
ン
タ
ー
通
信

2025
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Topics．鳥獣被害対策に関する研修会を開催しました！

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
等
を
対
象
と
し
て
、

被
害
防
止
対
策
の
適
切
な
知
識
の
普
及
や
、
現
地
に
お
け
る
技
術
定
着
等

を
目
的
に
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
２
つ
の
研
修
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

担当者の一言．「鳥獣クイズ」やってます！

Topics
外
部
講
師
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

古
谷
氏
）
を
招
き
、
ア
ラ

イ
グ
マ
や
ア
ナ
グ
マ
な
ど
中
小
型
獣

の
生
態
や
被
害
の
見
分
け
方
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
現
場
で
の
被
害
対
策
に
つ

い
て
、
写
真
や
動
画
を
交
え
な
が
ら

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
１
）
座
学

ジ
ビ
エ
の
普
及
拡
大
に
資
す
る
人
材
の
育
成
を

図
る
た
め
、
衛
生
管
理
や
解
体
処
理
技
術
に
関
す

る
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
主
催
：
農
政
企
画

課

中
山
間
農
業
振
興
室
）
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
「
鳥
獣
ク

イ
ズ
」
と
題
し
て
、
野
生
鳥
獣
に
関
す

る
ク
イ
ズ
を
出
題
し
て
い
ま
す
（
執
務

室
入
口
の
ド
ア
に
掲
載
中
）
。

総
合
農
業
試
験
場
に
お
越
し
の
際
は
、

是
非
、
３
階
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
鳥
獣
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
！

麻
布
大
学

森
田
幸

雄
氏
を
招
き
、
衛
生
研

修
及
び
解
体
処
理
の
基

礎
技
術
に
つ
い
て
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。座

学
で
は
、
野
生
鳥

獣
を
取
り
扱
う
際
の
注

意
点
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に

基
づ
く
衛
生
管
理
、
解

体
時
の
注
意
点
等
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ジビエカー

解体の様子

昨
年
度
と
同
様
、
過
去
に
ア
ラ
イ
グ
マ
が
捕
獲
・
目
撃
さ
れ
て
い
る
県
北

地
区
を
会
場
に
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
現
場
で
痕
跡
を
確
認
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
を
き
っ
か
け
に
、
ア
ラ
イ
グ
マ
侵
入
へ
の
危
機
感

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
良
い
な
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
と
思
わ
れ
る
痕
跡
（
柱

の
傷
等
）
が
あ
る
４
箇
所
の
地
点
の
痕

跡
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
痕
跡
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

４
箇
所
全
て
で
ア
ラ
イ
グ
マ
の
痕
跡
を

確
認
し
ま
し
た
（
一
部
、
テ
ン
の
痕
跡

も
あ
り
ま
し
た
）
。

今
回
の
調
査
箇
所
の
一
部
に
つ
い
て

は
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
引

き
続
き
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

（
２
）
現
地
研
修

技
術
向
上
研
修
会
（
中
・
小
型
獣
対
策
）

毎
月
、
Ｙ
主
査
が
「
今
月
は
ど
ん
な

ク
イ
ズ
を
出
そ
う
か
な
～
？
」
と
頭
を

悩
ま
せ
て
い
ま
す
よ
！

試
験
場
の
職
員
の
方
や
、
来
場
さ
れ

る
方
々
に
「
野
生
鳥
獣
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
！
」
と
い
う
気
持
ち
で

始
め
た
こ
の
ク
イ
ズ･･･

。

↑過去に出題したクイズ。（答えは③）

ま
た
、
今
年
度
西
米

良
村
で
実
証
を
行
っ
て

い
る
ジ
ビ
エ
カ
ー
を
会

場
に
招
き
、(

株)

米
良

資
源
開
発
の
方
々
に
解

体
処
理
の
実
演
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
ま
～
に
、
執
務
室
の
外
か
ら

「
ど
っ
ち
が
ム
ク
ド
リ
？
」
と
か
、

「
シ
カ
の
足
跡
は
こ
っ
ち
や
ろ
～
？
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
と
見
て
も
ら
え

た
ん
だ
な
～
と
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

アライグマの爪痕

ジ
ビ
エ
に
関
す
る
人
材
育
成
研
修
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○
令
和
６
年
度
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
研

修
会
を
開
催

東
臼
杵
南
部
地
域
に
お
い
て
、
日
向

市
（
11
／
28
）
、
椎
葉
村
（
11
／
20
）

で
、
本
年
度
新
た
に
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
の
設
置
を
行
う
集
落
の
農
業
者

を
対
象
に
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
係

る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
地
域
の
鳥
獣
被
害
は
、
各
種
対
策

の
効
果
も
あ
っ
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
水

稲
や
果
樹
等
の
農
産
物
、
人
工
林
等
へ

の
被
害
が
続
い
て
い
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
集
落
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
鳥
獣
被
害

対
策
」
と
題
し
、
被
害
の
大
き
な
原
因

は
集
落
で
進
む
”
餌
付
け
”
で
あ
る
と

説
明
。
県
外
で
成
功
し
た
優
良
事
例
を

動
画
で
紹
介
し
て
、
集
落
み
ん
な
で
一

致
協
力
し
て
、
正
し
い
取
組
順
序
で
対

策
を
行
う
こ
と
で
効
果
が
上
が
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
「
鳥
獣
被
害
対
策
の
基
礎

知
識
」
と
「
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
設
置

と
維
持
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、

被
害
が
発
生
す
る
要
因
を
踏
ま
え
て
、

効
果
的
な
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設

置
方
法
や
設
置
後
の
注
意
点
等
を
講
義

し
て
い
た
だ
き
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は

興
味
を
持
っ
て
注
意
深
く
説
明
を
聞
か

れ
て
い
ま
し
た
。

市
町
村
か
ら
は
、
柵
設
置
の
手
続
き

と
し
て
、
設
置
方
法
や
工
期
、
設
置
後

東
臼
杵
（南
部
）地
域

鳥獣被害防止対策室内研修ワイヤーメッシュ柵設置実習

に
提
出
が
必
要
な
書
類
等
の
注
意
点

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
椎
葉
村
で
は
、
屋
外
で
資

材
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
を
交
え
て
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置
実
習

も
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
研
修
会
で
学
ん
だ
手

法
を
活
か
し
な
が
ら
効
果
的
な
鳥
獣

害
対
策
が
実
施
さ
れ
、
被
害
の
減
少

が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

都
城
市
で
は
、
令
和
４
年
か
ら
５
年

に
か
け
て
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
が
増
加
に
転
じ
た
こ
と
か
ら
、
被

害
防
止
柵
の
設
置
要
望
が
年
々
増
え
て

い
ま
す
（
令
和
４
年
の
整
備
距
離
が
約

15
㎞
、
５
年
が
約
16
㎞
、
６
年
度
が
約

48
㎞
。
ち
な
み
に
、
令
和
６
年
度
の
野

生
鳥
獣
等
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
は
減

少
傾
向
）
。

そ
こ
で
、
柵
の
設
置
研
修
に
あ
わ
せ

て
、
集
落
を
エ
サ
場
に
し
な
い
た
め
の

研
修
を
都
城
市
高
城
町
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
に
は
、
今
年
柵
を
設

置
す
る
９
地
区
と
、
来
年
度
に
設
置
を

要
望
し
て
い
る
12
地
区
の
47
名
の
農
業

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

室
内
研
修
で
は
、
市
担
当
者
か
ら
柵

設
置
の
工
期
や
、
設
置
後
に
提
出
が
必

要
な
書
類
等
に
つ
い
て
を
説
明
、
振
興

局
か
ら
は
、
都
城
市
の
被
害
の
現
状
と
、

国
交
付
金
を
活
用
す
る
上
で
の
注
意
点

を
説
明
し
ま
し
た
。

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

「
集
落
ぐ
る
み
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
集
落
全
員
が
一
致

協
力
し
て
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

効
果
が
向
上
す
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。鳥

獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
、
「
鳥
獣
被
害
対
策
の
基
礎
知
識
」

と
「
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置
・

維
持
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
て
、

効
果
的
な
柵
の
設
置
方
法
や
、
設
置
後

の
雑
草
管
理
等
の
要
点
を
説
明
し
て

北
諸
県
地
域

設置作業研修（WM柵）室内研修の様子

い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
地
研
修
で
は
、
資
材
メ
ー
カ
ー

の
担
当
者
を
講
師
に
迎
え
、
現
地
ほ

場
で
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設

置
作
業
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
研
修
会
で
学
ん
だ
手

法
を
活
か
し
な
が
ら
、
各
集
落
で
柵

の
設
置
が
進
め
ら
れ
、
対
策
が
実
践

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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